
 

学校名 　三原市立第四中学校

改善方策

  10月 1 月
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・5教科前期
（全国・NRT）
・5教科後期
（定着度診断テスト）
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【結果】
・定着度診断テスト(県平均）
１年生：５教科とも県平均届かず
２年生：国語・社会が県平均ｸﾘｱ（10ポイント以
上）
３年生：社会・理科が県平均クリア
・家庭学習時間（生徒アンケート結果）
肯定的評価：21%
【課題の分析】
・各教科の復習と自主学習ノートを進めること
で、課題解決を試みたが、十分な結果を得るこ
とはできなかった。
・基礎基本的な学力の定着と家庭学習が習慣
化していないことが課題であるととらえている。

○

・QUの肯定評価率
（学習意欲の項目）
・定着度診断テスト
（5段階評定1と2の
割合）
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【結果】
・学習意欲に関する肯定的評価は、学年別にみ
ると1年は低く、2,3年生は高い。
・５段階評定１と２の割合は、1,3年33%、2年40%
であった。
【結果の分析】
・固定化の傾向があるため、個別の対応が必要
である。
・調査結果の学年間の差が大きく、学習意欲が
学力調査の結果に顕著に表れている。

○

・QUの肯定評価率
（クラスの中にいると
ほっとして明るい気
分になるの項目）
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【結果】
肯定的評価…82.6％（全校）
【結果の分析】
・掃除や給食、体育の授業などで他学年と関わ
り、上級生に引っ張ってもらったり、集団の賑や
かさや安心を感じている。
・少人数であるが故の難しさはあるが、一人一
人が大切にされる学級集団づくりが重要と考え
る。

○

・関係機関連携対前
年度比100

100% 125% 100% 100% A

【結果】
・関係機関との連携には至らなかった。
【結果の分析】
・生徒の状況を把握しながら、関係機関との連
携が必要と思われる生徒・保護者へのアプロー
チは行ったが、積極的に動くまでには至らな
かった。

○

・年間1回 100% 100% 100% A

【結果】
・2月4日に新入生説明会を行った。
【結果の分析】
・年度当初の予定にそって行うことができた。

・月４５時間以内の業務
遂行 100% 100% 100% 100% A

【結果】
・月45時間以上の超勤は、該当なし。
【結果の分析】
・時間を意識する雰囲気が定着している。

令和6年度　　学校評価表 （　中間 ・ 最終　） 校番（24）

ａ　学校教育目標
夢と高い志を抱き、自ら学び、心豊
かに、たくましく生きる生徒の育成

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

【ミッション】（自校の使命）社会のために役立とうとする志を抱く生徒の育成
【ビジョン】（自校の将来像）社会に開かれた教育課程の実現
（生徒が学びたいと思う学校、保護者が通わせたいと思う学校、教職員が働きたい、学びたいと思う学校）

評価計画 自己評価 学校関係者評価

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標 ｅ　目標達成のための方策 ｆ　評価項目・指標
ｇ

目標値
ｉ

達成度
ｊ

評価
ｋ

結果と課題の分析
n

改善方策

l   評 価 m
コメント

確
か
な
学
力
の
育
成

「学びの変
革」の展開

（1）言語活
動の充実
（2）授業改
善の充実

学習の定
着と言語能
力の育成
の充実

①モジュール学習での
教科指導と家庭学習
の一体化
②言語活動カリキュラ
ムによる言語能力の
向上

・基礎学力の定着を図るため、放課後
のドリル学習（2年：社会・理科、１年：数
学）を毎日実施した。その結果、指標と
していた単元テスト「知識・技能」7割以
上はほぼ達成した。どの学年も、「でき
た」「できる」の積み重ねによって、学習
意欲の向上に、つながりつつある。
・後期からは、「思考力・判断力・表現
力」の育成に取り組んできた。学力調
査結果から、問題の意図が読み取れ
ず、「何を問われているのか」、「何を答
えればよいのか」がわからない生徒が
多数いることから、各教科で「問いを問
う問題」を授業や試験問題に取り入れ、
取り組んだ。
・ドリル学習や「問いを問う問題」の実
施によって全体の結果に大きな変化は
見られないが、個の変容が見られつつ
ある。今後も全教科において継続して
取り組み、生徒の様子を見取りながら
対応していく。

・放課後のドリル学習の取組が習
慣化されると基礎学力が定着され
ると思った。
・本を読む機会が少なく、家族や友
人との会話で深く考えることが少な
くなっていると思う。すぐにインター
ネットで答えの出る時代。大切な
学習の取組の継続をお願いしま
す。
・家庭学習が、習慣化するよう達
成感のある学習内容が提供できる
とよいと思います。

①主体的・対話的で深
い学びの実現に向け
た授業改善の推進

豊
か
な
心
の
育
成

「積極的な
生徒指導」
の推進

（1）生徒の
関係性の
調和

特別支援・
教育相談
の充実

①生徒意識調査（QU）
を活用した学級集団の
相互の関係性の向上

・落ち着いて学校生活を送れるよう、教
職員全体で、安心安全な学習環境をつ
くっていく。また、生徒会執行部を中心
に、生徒が主体となって活動できる行
事や少人数を活かした行事を企画・運
営するなど他学年との合同の活動を仕
組むことで、集団や仲間の良さに気づ
いたり、リーダーシップを発揮したりす
ることで、よりよい関係づくりや、コミュ
ニケーション力の育成を図る。

・特別支援教育推進委員会を定期的に
開催し、保護者・本人の思いに寄り添
いながら、個別の生徒について支援や
配慮の具体を協議する。また、関係機
関等とも連携し、組織的支援を行って
いく。

・少人数で難しいところもあるよう
ですが、お互いの理解や先生方の
対応により、落ち着いているので
安心しました。
・縦割りの合同の活動で学ぶこと
が多いと感じました。
・不登校の生徒の対応をお聞き
し、先生方のご努力の様子がわか
り、地域でも見守りが大切だと思い
ました。
・集団活動はとても大切ですが、先
輩後輩の関係がきちんと保たれな
がら取り組んで欲しいと思います。

①特別な支援等を必
要とする生徒の地域や
関係機関連携の充実

信
頼
さ
れ
る
学
校

「開かれた
学校づくり」

地域、保護
者連携の
充実

①入学説明会実施
（オープンスクール）

・細やかな連携を行うことで、小中連携
を計画的に進めていく。
・学校だよりを通して、地域に情報発信
をしていく。
・業務改善を推進し、特に繁忙期の改
善について検討実施する。
・業務の平準化を進めていく。

・小中の交流を実施され、四中の
良さをアピールして、小学生が四
中を選んでくれるようになれば良
いです。
・来年度もハイツ、須波地区へ吹
奏楽部が出向いて地域住民との
交流をして欲しい。子どもたちと触
れ合う機会がなく、とても喜ばれて
います。
・学校の情報発信を継続し、生徒
たちのがんばっていることをアピー
ルしてください。

①働き方改革の推進

○

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。
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